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隻

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　魚類の 尾並 び に 尾鰭の 再 生に 繭 して は舊 く十 八 批紀 の 後牛よ 匂今 日に 至 る迄 觀察 され て ゐ

ろ 。BReNss ）IET （17S6 ＞は 鰭の 再 生 に 飄 して ， 1）再 生速度は若 き個 體程 早い が ， 種類に 依 つ

て遲速が あ り，2）鱶 が再 生す る爲に は 鰭條の 切株 が殘存 して 居 らね ば な らぬ と述 べ て 居 る
。

　後 年 FR ・・SSE （IS8「））・
　 B ・・Rb−1・R・H ｛

’
1891＞及 び W ・ ・SMA ）1）1 （IS92）等 は鰭 の 切 余は唯傷部の

治癒の みで再 生 は起 らぬ と言 つ て 居 る．然 し MAzz ・ （lsge＞雌 魚で 鰭の再 生す る 事を認 め ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

NusB ．su ］｛ 及 び SIDORIAK （1
’
：　eo），

1　UsBAubl （1903）は 鱒の 胚で鰭の み な らず 尾部の 再 生す る事

を報告 して居 る。XUS 蹴 U 矼 及 び その 共 働者に依れば排泄孔の 附近以 下を 切除す る と完全 な體

箘 を生 じ， 尾鰭は 元の 如 くに 再生 す る
e 又 DUNC ｝c｝t・R 口905

，
1〔107）は 楊子魚 を材 料 と して 切

斷部位 に 新尾鰭の 再生 を 見て 居 る
， 更に MeRGAN （．19UO ， 1902

，
1906）及 び MORRILL （1906）

等は Fun 〔鰄 媚 heteroclif．us を材料 と し鰭 の 再生 を研 究 して BROUSSNET と圖樣 に再 生 に iま鰭條

の 切株の 殘存ぞ 必 要 とす る事を述 べ て居 る。 然 る に N 偲 RI蚊 1931）は 17iLt，ncgorlus 及金魚 で ，

又 BIRtylE〈1934」は Fimduius　 hetereelitusの 胚で ， 鰭の 再 生に は必 ず じも鰭 條の 切株は 必 要

で な く， 基底板 〔Basalplntte）が殘存 して居れば宜 い と言 つ て居 る
e 脱 畆 F 膿 （19．　36） も亦

金魚 で 同樣の 觀察 を して 居 る 。 之 に 反 し Wu ドDER 及び SCH1）IKE （1935）は 鯉で 鰭條の 切株

を 取 去 る ともは や 鰭 は再 生 せ ぬ と述 べ て 居 る
。 以 上の 如 く魚類の 尾鰭再 生 に鯒 して は研 究者

の 言 ふ 所が 未だ一致 して ない。

　
一方鰭 の み な らず體の 後端 を切除 した 場 合の 再 生 に關 して は ， 獨   前遞 の NuSB．Ntrb｛ ｛齢 03）

の 正 の 結果が ある の みで ，MORRILIi （19G6）は Ftencl・ulus 屑 6ゲ 鹸 ‘3 で ，
　 BIRM 正 ｛1934）は そ

の 胚 で ， 又 GOKTscH 及び SeHDIDLER （1934），
　 KASANCEN ・

（1935），
　 SCH  L册 （1936） 及 び

HEG £ R （1939）は鱒類で夫 々 實驗 を行 ひ ， 總 て 否定的 な結果 に維 つ て 居
丁
る。本研 究は魚 類の 尾

並 びに 尾鰭に 關す る 從來の 觀黠 果 に一
致を缺 く諸點を追試 すべ く東京帝大理墨 郭動物學科

前期 實驗形 態學實習で著者に 課 せ られ た 題 目で ， 昭和 15 年 6 月よ り翌 年 S 月迄 に觀察 し得

た る 主 な る結果で ある
。 今其の 報告に 當 り ， 岡田轂授 ， 竹脇助教授の 懇切 な る御指 導 と級 友諸

兄 の 多大 の 援助に i對 して 茲 に 感謝す る 吹 第で あ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 占

　　　　　　　　　　　　　　　　材 料 及 び 方 法

材料 は野 生 及び 飼育の 緋 目高 （θ騨 碍 latipes｝ を用ひた が ， 何れ も尾部椎骨が よ く透 けて

三）會貞岡 田 要君紹介
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見え る の で 切斷は こ の 椎膏 を 巨標 と して行 つ た。 先 づ ク ロ V ト ン で 麻醉 し， 眼科罵 の メ ス 及

び鋏を用 ひ，双 眼解剖顯微鏡の 下 で 切斷 し， 手 術後は
一度煮沸 して 溝毒 せ る 水 に 2 日闇 置 き ，

次 で 普通の ガ ラ ス 水槽に移 し，餌は イ ト ミ ミ ズ ，ユ ス リ カ の 幼蟲等を 3 日毎に與 へ
， そ の 都度

觀察を行 つ た。 ス ケ ッ チ に は カ メ ラ ル シ グ を用ひ ， 又骨骼は 動物 體 を グ リ セ リ ン の 中に 入れ

透明 に して か ら觀察 しプこ
。

實 驗 結　果

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 實　驥 A

　1） 尾鰭 を ， 鰭條 と直角を なす線で切 斷除去 せ る場合 に は ， そ の 位置 が基部 に 近い 程再 生蓮

度が早い 事 は既に MoRGAN （1900，想 02，
19  e）及び 其他の 研 究者に 依 り報告 されて 居 る。然

し第 1 斷 こ示す如 く， 體長同 じ位 の 魚を 取 む種 々 の 位置で 切斷す る と尾鰭 の 前か ら約 彜／5 の

位 置で切 斷せ る もの に 於て 再 生が 最 も早い （第 1 圖 ）。 こ の 事 は 切斷位 置が 或 る 限度以 王 基

部 に近 い 場合 に は 再 生速度 は却 つ て邏 くなる 事 を示 す 。 皀卩ち S ダ カ の 尾鰭 再 生 に は 最適の 部

分が存在す る を 蜘 る 。WlniTDER 及び SCH 貰MKE （1｛｝3t）） も鯉 に獣 も・て 同樣の 事 を逹 べ て 居 る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2） 第 2 囲 に於 け る 如 （鰭 の

　 　　　　　　　　　　　　　　 中央 より稍 k 前 方に窓 GDEF

　 船　 　　　　　　　　　 　　 を 開け ， 同時 に そ の 後方部 を

　 　　　　　　　　　 　　 AH 線 に て 切 斷す る時 は ， 再 生

　 　　　　　　　　　　　　　　 る再 生は 見 られ ない ［手衛 を 10

　　第 1 圖 a
，
b

、
c 共 に 1  月 24 日手術 ，

玉0 月 2噸 ス ヶ y　　 月 9 日 に行 ひた る もの で は 10

　チ ・點 k を打 ち た る 部 5｝は 再 生 部・b が 鰭 の 前 か ら約 2i5で 　　月 ユ4 日頃 に 窓 は 閉ぢ ，次 で表 皮
　 切 斷 せ る も の で 再 生 が 最 も早 い 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は 換歌の 突起 を 生ず る。 これ と

同時 に新 に 再生 しつ i あ る鰭條 もそ の 突起 中に伸 び張 ξ3結局第 2 圜 の 樣 な重複尾鰭 を形成す

ろ。又 窓の 代 叫 こ D ｝1 線で鰭條 を 切斷 し AH 線で 後方部 を切 斷除去 しナこ 場合 に も， 手衛個

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A鱧 5 匹 の 中 1 匹 に ，
DE 部 よ b1 本の 鰭 條を有 する 鰭

様 突起 が 現 はれ た。

　然 る に 窓 を 麗けた の み で後方、AH 線 に溜 うて の 切 斷

を行は な い 場 合 には ，蔚 と同樣 に小 さい 膜駄突 起は 生ず

ろが 間 もな く滄失 して ， 結局窓 が閉ぢたの み で 鰭が 重複

形 成 され る 樣 な事 は なか つ た。そ して窓の 前方の 殘存鰭

條 と窓の 後方の 殘存鰭條 とは元 の 如 く逹絡 した。．

　3） 第 3 圖 に 示す如 く尾鰭 の 背側 と腹側を殘iして 中

央部 分を切 除す る場 合に は ， 游泳時 に於て 尾賭は背腹に

甚だ しく擴げ られ る の で ， 祗 生部 もそれ に應 じて 元 よ （；i

蕪
纛鑿蒸，

　第 2 圜　 lo 見 g 目手術 ，
2 月

17 日ス ケ ッ チ 。CDEF は 窓 で ，

ABGH は 後方切斷面。點 を打

ち た る 部分 が 再 生 部で あ る。
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　第 3 鬮 　a ： 9 月 25 日手術 ，
2 月 17 日 ス ケ ッ チ 。ab は 正 常の 鰭條 の 分岐線。中央 4 本

の 再 生 鰭 傑 は 基部 に 近 く分鮫 して 居 る 。 點線は 切 除 せ る部分 を 示す 。b ： 9 男 25 日手徳 ，
ゴ

月 ユ7 日 ス ケ ン チ 。切 口 に 遘 き殘存鰭條よ り新に 績 に 鰭鋒 を生 ず。

は過 剩 とな り纏 生鰭條が異常を 示 して來 る。異常に 二 型 が ある。皀卩ち，1）鰭 條が 正 堂の 場 合 よ

il一層基 部に 近 く分枝す る もの と（ng3圖　a ），
2）切 口 に近 い淺存鰭條 よ り多數の 鰭 條を横 に漸

生す る も
／
abとが あ る （第 3 圖 b）．若 しこの 場合第4覊 a

’
の 如 く後部 ABCD を撲iして 置けば ，後

に こ の 部 分が 萎縮 して 背側に集 わ前方か らの鰭 の 再 生 を 機械 的に抑 制減少 せ しめ る の で 再生

鰭 條は正 常 の 時よ 唄 ま尾 鰭末端　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a

迺 くで分岐す る
。 切 口近 くの 殘

存鰭 條よ わ側方 に鰭條を新生す

る 様な事 は 見 られ ない （第4圏 b）。

　 以 上の 如 く切除 された 形 に 依

つ て F｛∫生 量 も異 な 的鰭條の 樣子

も異 なつ て 來る
e 從 つ て 毬 々 の

形 に 切 られ た 昆鰭の 再 生の 邂i速

を論ず る 場 合 に は ）
コ

ABRIT （1929，

1931）の 孟 へ る如 く，
ユ）尾鰭 に

分布 ぜ る鰭條の 大 小， 2）切斷面

に存 す る 鰭條 の 切端の 多 少の み

な らず切 斷後に 於 て鰭 の 燐 泳時

に 受 け る 力學 的 な 影響 も考慮 に

入 れ なけれ ば な らない で あ ら うe

　 　 　 　 　 笠 　駿 B

　第 5 鬮 に示す如 くメ ダ カ の 尾

部 を椎骨 を 目標 と して 種 々 な る

位置で 切斷 した （次 に 示 す 番號

は切 斷部位 を表は す ）。其の 結果

は ：

／
／

つ ．

1薩］！
＼ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b　　　　 b

　第 4 圖　a ： 器線 に て 切除部分 を 示 す。結果 は b 圖 の 如

し eb
・ 9 月 25 日手術 ，

2 月 17 日ス ケ 。 ち 線 ・ b は 正

営鰭條分岐線 。 再 生 鰭條 は 尾鰭末 購 近 くで 分 岐 す e

6

第 5 圏

5　 432

尾部 に 於け る切 斷部位 を示 す c

1
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　1） 基底板 （Basalplatte）と尾鰭 の 上牛部 を切除 した もの か らは ， 第 6 ［ に示 す如 く基甕

板 よ め鰭 條が 生 じて居 る
。 そ して 其等の 鰭條は不 規則で 兩側 の 鰭條は正 しく封位 して 居 ない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2） 最後の 椎骨以 下 を除去 した もの で は ，

　 　　　 圖版 B
，
C 圖に 見 る如 く不規則 な尾鰭 が切

　 　　　 断部位 よ 臼再 生 して來 る。再 生 體の 位 置及

　 　　　 び 方向は 個軆 に 依 匂異 な る。
K

　　　　 3） 椎骨 2 つ 牛 と共 に髏の 後端を 除去 し

　 　　　 た もの で は ， 鬪 版 A 圖 に見 る如 く尚 可成 臼

　 　　　 の 再 生 能力 を示 す 。 然 しこ の 實驗は 體長 約

　 　 　　 1．6em の もの を用 ひた a

　第 6 圏　ア 月 20 日手術 ，
8 月 3 日固定 。

再 生鰭瞭 は 基癡旗 よ り生 じ，且 つ 各 兩側 片は

正 L1く對 位 せ ず。7 月中の 温 度 26c〜28℃ ．

4） 椎骨 4 つ と共 に 體の 後端を 除去 した

もの で は 成體で は 傷部の 癒合の み に 絡 つ た

が ， 體長約 工 60m の 個 體で は 甥斷剖〜位 に 尾

鰭 を 生 じた もの が あ つ た （圓版 D
，
E 圖 ）。

　5）
：

こ の 手 術 に 於 て は ， 切 斷面は 背鰭の 中央部 と臀鰭の 後部 とを逕過 す る 。 成鐙で は傷部

の 癒 合 の み で再 生は起 らなか つ た が ，體長約 1．6　Cin の個體 で は 圖版 F 圖 に 示す様 に 背鰭 と臀

鰭 とが 含着 し， そ の 間に 椎骨突起 よ り 5 本 の 鰭條が生 じた。

　此 等 5 本 の 鰭際を含む 部分 は 形 態的に 明 らか に背鰭 ， 臀鰭 とは旺 別 され る
。

　6＞．椎骨 12 と共 に髓の 後端を 切斷 した もの で も往 々 黌の 後端に 骨片 を 生 じ ， それ が 伸び

て臀鰭 の 鰭條 とな つ て ゐ る もの が あ つ た （第 7 融 ）。

　
一般 に體 の 後端 を可 な 毎大 き く切除 された 魚で は ，殘存 せ る 尾部 を強 く上方 へ 彎曲す る 傾

向が ある （圖版 E ）。今椎骨 2 つ 孚 と共に鼇の 後端を除去 して 生 じナこ再生鰭 （第 S 圖）を觀察す

る に ， 腹側 2 本の 鰭條は ， 椎 骨突 起 を旛鰭骨 と して そ の爾 側に 生 じた 2 つ の 骨片か ら伸びて 居

る。又背側 2 本の 鰭條は ，
2 救の 骨 片が 最後の 椎 骨 を挾ん で 生 じそれ よ り 鰭條 が 抻び て 居 るa

　第 7 圖　9 兄 14H 手術 ，
11 月 4

日固定。椎骨 12 と共 に 體 の 後端 を

除去 す 。 　點 を打 ち た る 部 が 再生 部 d

9 月中 の 諮監度 25U．v26e 〔冫。

態
　 第 8 圖　8 月 5 日手術 犀

8 月 2S 日

固定。椎骨 2 つ 宇 と共 に 盤 の 後端 を 除

去せ る も の の 再生體 を 示 す 。 背側 2 本

の 鱶條は 椎骨 を 挾む 言枚 の 骨 hLよ り邪

一び ， 腹欄 2 本 の 鰭條 は 椎骨突起 を挾む

2 枚 の 骨 片 よ り伸 び て 居 る。　S 月中 の

温 度　26°〜翌9°Co
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　　　　　　　　　　　　　　　　　論　
’
　　 議

以 上 の 結果 よ 礎 れば ゾ ダ カ に 於て 尾鰭の F眺 に は 鰭 鎌の切 株の 殘 存 ｛ま必 ず し も必要 で

な い t，この 事 は F 乞鰍 鯲 囎 を材料 とせ る MOR （T・AN 及び MORRILL ，叉鯉 を材料 とせ る WUNDER

及び SC田 M 闇 等の 鰭條切株の 殘 存 を再 生條件 とす る所見 とは一致 しな い が ， 切 株 を必 要 と し

ない と言 ふ N 畑 RlT 及び BlmN　II・：の FSt−n ｛gttktLgに 於 ける實験 ，並 び に金 魚 を材料 と せ る S。擁 FER

の 實驗結果 と一致 する 。

　然 し 酷 服 ！丁 及 び BIRy，　IE 等の 基底板 （Basn−lplat・te＞ の 影響 が必 要で あ る と言 つ て 居 る の に

封 して ，メ ダ カ で は 基底板 を完全 に 除去 して も新 に椎骨や 椎骨突起 を擔鰭骨 として 鰭條 が 生

じ鰭 も亦再 生す る の で あ るか ら，基 底板 の 影響は 無 くて も宜 い 譯で あ る
。 之等の 事は D 耶 CK 照

の 揚子魚 の 實験 とよ く
一致 して 居 る

。 ．以 上の 如 き所見 の 相異は 或は 魚の 種類 に依 p て 生ず る

の か も知れ ぬ が ，然 し メ ダ カ に 於て は ，鰭 條の 切株や 基 底板 は 尾鰭 の 再 生 には 必ず しも必 要で

は な い 。一方 メ ダ カ の 幼焦 （體長 約 1．6cm ）で は 壁 の 後 端を相 當除去 して も切 斷部位 に尾 鑵

を 生ずる が ，NUSB．LIH ［ の鱒の 胚に 於 ける が如 き臘 節の 再 生 は見 られ なか つ ナこ。 メ グ カ の 胚を

用 ひ て の この 實驗は未だ行つ て ない。 又鰭 の 再 生に は瀝 度が翻係 し 35
° 〜29’C が最適 で あ

る　實験 B の 場 合 で 冬期 に 手術 せ る個髏は傷部 の 癒合の み で 再生 を 起 さな か つ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　 要

　1）　メグ カ の 尾鰭に は再 生最適部位 が あ ろ （第 1 圖 ）。

　2＞ 尾鰭の 稍前方に窓を 開け更 に後部を切除す る と重複尾鰭 を 生ず る 。 後部 を切 斷 しない

時は窓 は 閉ぢ る の み で重複 尾鰭を生 じな い （第 2 濁 ）。

　3） 尾鰭の 再 生鰭條 は，鰭 の 再 生郡 分の 多 少 に應 じて 不規則 の 分鮫 を示 す。 即 ち 過剩の 時

は 基部 に 近 く分岐 した を｝又切 斷面 近 くの 殘存鰭 條よ り側方 に薪生 す る が ， 少い 時に は 尾鰭の

末端近 くまで 分岐 しない （第 3 鬪 ， 第 4 圖 ）。

　4） 若い 憫體 程再 生能 力 が弼 く，域體 の メ ダ カ で は最後 よ わ第 3 番目の 椎骨位置で 尾 部 を

切 斷 する と最早や 再生 は起 らな い が ，約 1．6cm の メ グ カ で は樹 よ く尾鰭 を發生 す る ｛羇 版 D，

E ．F）。

　5＞ 尾鰭 の 再 生 に は 必ず しも鰭 條の 切株や 基底板 （Basalplatte）を必 要 と しな い （第 8 圖）L

　の　體の 後端切 除に 於 け る尾鰭 の 再 生に は ， 温度 が 大 な る影響 を及ぼ し 1 最邁 濃 度は 2ゴ〜

2［］
°

C で ， 冬期に於て は 殆ん ど再 生 しない．
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7H ］2 日 手衛 ，
9 月 30 日撮影，11S−ft約 L5 じm の 個艟 に て 椎骨 2 つ と 共 に 體 の 後端 を切除 せ る も

の の 再 生個鰉。7 月中の 温歯…，｝蛎
゜k−28℃。

7 月 16 日手猜 ，
膿 月 10 日撮影 ， 戒艦 に て 最後 の 推 骨 以 下 彰切 除 せ る もの の 再 生 鞳．7 月中 の 温 度，

2b
’c 〜28ec．．

B の 個體 と 同 樣 の 手術 を な す も そ の 再虫體の 位置及 び 方向を異 に す。

8 月 5 日手衡 9 月 4 ・日撮影 留長約 1・Ci　cin の 儲 豊に て 推骨 4 つ と共 に 體 の 後 端 を 切 除 せ る もの ．

の 再 生 體。5n 中 の 温度 ，
26v〜2DeC 。

　　　　　　　　　　　　
C と 同 樣 の 手鯖 を な す も 再 生 體 の 位 置，方向 を 異 に す 。

F ． 7 月 12 日 手術，9 月 30 臼撮影 ， 背鰭 の 中央部 と臀鰭 の 後 ＄と を通 過 し て 切翫 せ る も の の 再 生 體 e

　　中央部分 の 再 生 體 は 背鋳 ， 臀鰭 と 區 別 し得。7 月 中 の 湿 度 ，
269〜28°C

。
D 一背鰭 ，

　A 一腎鰭 ，
　R 一

再生

　　 部。　　　　　　　 　　　　
’
　 ．
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